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韓
国
の
ソ
ル
ナ
ル
（
お
正
月
）
の
風
景

　

２
月
18
日
は
韓
国
最
大
の
名
節
（
旧

暦
の
お
盆
や
お
正
月
を
指
す
言
葉
）
で

あ
る
ソ
ル
ナ
ル
で
す
。

　

日
本
の
お
正
月
の
準
備
は
、
大
掃
除

と
か
お
節
料
理
作
り
で
す
が
、
韓
国
で

は
そ
れ
に
チ
ャ
レ
（
先
祖
に
対
す
る
法

事
）
が
加
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
チ
ャ
レ
の
た
め
に
、
白
身
魚
の

煮
物
や
、
ジ
ョ
ン
（
卵
の
衣
焼
き
）
、

お
餅
、
３
色
ナ
ム
ル
（
ほ
う
れ
ん
草
、

わ
ら
び
、
キ
キ
ョ
ウ
の
根
な
ど
を
ご

ま
油
で
あ
え
た
り
、
炒
め
た
料
理
）
な

ど
、
作
る
料
理
が
と
て
も
多
い
で
す
。

　

そ
こ
で
、
韓
国
の
主
婦
た
ち
は
ソ
ル

ナ
ル
の
数
日
前
か
ら
市
場
で
魚
や
野
菜

な
ど
を
買
っ
て
干
す
な
ど
、
下
ご
し
ら

え
を
し
ま
す
。

　

ソ
ル
ナ
ル
の
前
日
に
な
る
と
、
集

ま
っ
た
親
せ
き
と
一
緒
に
本
格
的
な
料

理
作
り
に
入
り
ま
す
。
韓
国
の
名
節
料

理
は
油
で
焼
い
た
り
、
ご
ま
油
で
あ
え

た
も
の
が
多
い
で
す
か
ら
、
家
中
が
香

ば
し
い
香
り
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

す
。
国
を
離
れ
て
い
る
と
、
時
々
こ
の

名
節
の
香
り
が
す
ご
く
恋
し
く
な
る
時

が
あ
り
ま
す
。

　

ソ
ル
ナ
ル
の
朝
は
、
前
日
作
っ
た
料

理
で
チ
ャ
レ
を
行
い
ま
す
。
チ
ャ
レ
が

終
わ
る
と
、
家
族
が
集
ま
り
、
そ
の
料

理
と
「
ト
ッ
ク
」
（
白
く
て
長
い
お
餅

を
切
っ
て
作
っ
た
ス
ー
プ
）
を
食
べ
ま

す
。
こ
れ
に
は
新
年
を
迎
え
、
心
清
ら

か
に
、
そ
し
て
長
生
き
で
き
る
よ
う
に

と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

よ
く
年
の
数
だ
け
食
べ
る
も
の
だ
と

言
わ
れ
る
「
ト
ッ
ク
」
。
今
年
、
お
腹

い
っ
ぱ
い
食
べ
ら
れ
る
の
は
い
い
で
す

け
れ
ど
何
か
悲
し
く
な
り
ま
す
ね
！

今月のキーワード
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　対象となる事業の概要については、次のとおりです。

＜一般コミュニティ助成事業＞
助成概要　 市町村またはコミュニティ組織（自治会など）が

行うコミュニティ活動に必要な施設や設備の
整備に関する事業に対して、助成を行います。
《参考例》除雪機、トレーニング用具、防犯灯、太
鼓、テント、視聴覚機器、調理用機器、スポーツ用

具、点訳機、掲示板など

助 成 額　 １件につき 100 万円～ 250 万円（10 万円単位）

＜緑化推進コミュニティ助成事業＞
助成概要　 広場、公園、児童遊園などコミュニティ施設

やその周辺の植栽、主にコミュニティ組織が
行う緑地帯、花壇などの造成、フラワーポッ
トの整備や緑化の推進に必要とする苗木、種
子、用具などの整備に、助成を行います。

助 成 額　 １件につき 50 万円～ 200 万円（10 万円単位）

＜自主防災組織育成助成事業＞
助成概要　 自主防災組織が行う地域の防災活動に必要

な施設または設備の整備に関する事業に対し
て、助成を行います。
《参考例》防火水槽、ヘルメット、救命胴衣、はしご、

給水タンク、リヤカー、模擬消化訓練装置など

助 成 額
① 新設の自主防災組織は、30万円～200万円（10
万円単位）
② 既設の自主防災組織で過去に助成を受けてい
ない組織は、30万円～ 150 万円（10万円単位）
③ 地域安心安全ステーション整備事業を行う自
主防災組織は、30 万円～ 100 万円（10 万円単位）

④ そのほかの自主防災組織および市町村が自主
防災組織に支給または貸与するものは、30
万円～ 100 万円（10 万円単位）

＜コミュニティセンター助成事業＞
助成概要　 市町村やコミュニティ組織が行う多目的な総

合施設（コミュニティセンター）の建設整備
に関する事業であって、次の基準に適合する
ものに対して、助成を行います。

① 当該地区のコミュニティ活動の推進のために
必要な施設であること
② 当該地区の住民の協力のもとに、コミュニ
ティ計画に基づき実施するコミュニティセン
ターの建設整備であること

助 成 額　 対象となる総事業費の５分の３以内に相当す
る額。ただし１，５００万円を限度（10万円単位）

＜青少年健全育成助成事業＞
助成概要　 青少年の健全育成に役立てるため、主として小・

中学生が参加する次の事業で国の補助金の交付を
受けないソフト事業に対して、助成を行います。

① スポーツ・レクリエーション活動に関する事業
② 文化・学習活動に関する事業
③ そのほかコミュニティ活動のイベントなどに関する事業
《参考例》親子で参加するオリエンテーリング、スター

ウオッチング、レクリエーション大会の開催など

助 成 額　 １件につき 30 万円～ 100 万円（10 万円単位）

※ 助成要件に合致しても、助成事業の予算を超えた場合、不採
択となる場合があります。

※ 参考例に例示した施設や設備であっても、設置場所などによ
り助成対象外となる場合があります。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

ご
存
知
で
す
か
？

平成 18 年度に宝くじの助成金で
整備した事業を紹介します

自主防災組織育成助成事
業で整備した消防格納庫
資機材（上古川自治公）

一般コミュニティ助成事業で
整備した若土水辺のトイレ（若
土自治公）

コミュニティセンター助成事
業で整備した下余戸自治公民
館（下余戸自治公）

一般コミュニティ助成
事業で整備した有線放
送設備（谷自治公）

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
財

団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
宝

く
じ
の
普
及
広
報
事
業
費
と
し
て
受

け
入
れ
る
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
助
成

を
行
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な

発
展
を
図
る
と
と
も
に
宝
く
じ
の
普

及
広
報
事
業
を
行
う
も
の
で
す
。

ｙ 

助
成
事
業
実
施
ま
で
の
流
れ
は
？

①平成 20 年度の地区また
は自治公民館などの活動に
ついて検討

②検討された活動の中で、
対象となる事業がある場
合、平成 19 年 10 月中旬ま
でに市役所市民参画課に申
請書類を提出（事前に市民
参画課へご相談ください）

③自治総合センターによ
る事業の採択・不採択の決
定（内定２月上旬、決定４
月上旬）

④採択事業について、平
成 20 年度（４月～翌年３
月）の間に実施

※問合せ先：倉吉市役所市民参画課
　　　　　　あ 22 ―8159　い 22 ―8144

20
年
度
に
事
業
実
施

し
た
い
場
合
の
例

ｙ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は
？

ｙどんな事業が助成の対象になるの？

▼

▼

▼
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平成１８年度は
■総合計画に掲げた４０施策の具体化（一部実施）
　従来型の事業ありきの考え方ではなく、第１０次総合計画に掲げた施策の目的を
達成するための有効な取り組み（事務事業）とは何かなどについて現状を把握しな
がら整理しました。（＝事業ありきから課題ありきへ）

■市民参画と協働のまちづくり推進条例および指針の制定
　まちの課題を市民参画と協働によって解決できる土台づくりを行いました。

原　因

（帰ってこない原因）
① 就職情報が大都市には伝わっ
てこない
②やりたい仕事ができないから
③倉吉にある企業を知らない
④ 就職活動時に多くの帰省費用
が必要になる
⑤ 企業が少なくて選べる仕事が
少ない
（近隣町へ転出する原因）

①  近隣町に比べて家賃、土地
代、保育料が高い

現状の問題点

① 進学などで大都市圏に転出した２４歳～

２８歳の若者が帰ってこない

② ２９歳～３３歳の若者が倉吉市から近隣

他町に移り住む

対 策 案

①若者向け情報サービス提供事業（ＳＮＳ）
②起業家育成支援事業
③大学生帰省インターン事業
④就職活動帰省費用助成事業
⑤若者世帯保育料助成事業

平成１９年度は
■平成１９年度若者定住化促進に関する課題と展開方針

課 題 就職を契機にしたＵターンの確保 転勤以外の転出の抑制

対 象 年 齢 １９歳～２３歳 ２４歳～２８歳 ２９歳～３３歳

取り組み要点
学生への就職情報の提供と市
内での就職活動支援

市内雇用や市内での起業を促
進する雇用創出対策

子育ての不安解消と負担軽減対策

展 開 方 針

若者に向けてまちの情報や企
業・就職情報の提供など、Ｕ
ターンの促進につながる取り
組みを展開する

Ｕターンの促進と合わせて引
き続き企業誘致の推進や地域
の雇用創出につながる取り組
みを展開する

次世代育成支援行動計画などに基
づく子育てへの負担軽減をはじ
め、相談・情報提供体制の充実、
各種子育て支援策などを展開する

平成１８年度の振り返りと
平成１９年度の施策方針について

お知らせします
　平成１８年度は総合計画の初年度として、倉吉市の将来あるべき姿（将来
都市像）実現に向けてのまちの課題（施策）や重点課題である「若者の定住化促
進」に関連する取り組みを具体化してきました。
　そして、その具体化した内容を基に策定した平成１９年度の施策方針の概要
について市民の皆さまにお知らせします。

若者の定住を考える

シンポジウム（18.8.8）

若者定住化促進検討

プロジェクト

■新倉吉市行政改革大綱の具体化
　分権型社会に対応した自治体のあり方や社会経済情勢に対応できる行財政運営シ
ステムの構築の具体化として、集中改革プラン（実施計画）を策定し実行しました。

■若者の定住化促進に向けての課題の具体化
　若者の定住化に向け若者プロジェクトを立ち上げ、市の現状や課題を検証しその
対策案として、Ｕターンの確保と子育ての負担軽減などについて提案しました。
　さらには、「若者の定住を考えるシンポジウム」を開催し、地元高校生、倉吉市出
身の市外大学生、地元企業人事担当者、倉吉市出身の市外在住者を招いて、若者定
住に関する具体策についての意見交換を行いました。

■集中改革プランの実行
　平成１８年度に策定した集中改革プランに基づき、市民への説明責任を果すための能力
と透明性の向上、総合計画と連動した新たな行財政運営の構築、財政健全化を進めます。

注 ）対策案はプロジェク
トやシンポジウムでの
検討結果であり、実施
については不確定なも
のも含まれます。
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You are invited to apply for 
city rental housing.
Applications are available 
on Feb. 15 (Thu)－26 (Mon)
Please apply to the Housing 
section of Landscape 
Planning Division,or call for 
details at（Tel：22―8175）

市営住宅入居者を募集
募集期間　２月１５日（木）～２６日（月）
入居基準の所得
①各種控除後の世帯の所得が、月額20万円以下
② 高齢者・障害者・子育て世帯などについては、
月額26万８千円以下（証明書必要）

申込・問合せ先　
　景観まちづくり課
　（あ22―8175）

◆ 上余戸住宅１階／２ＤＫは高齢者・身体障害者
世帯優先入居住宅とする。

◆ サンテラス大平２階／２ＬＤＫは身体障害者世
帯（単身を除く）優先入居住宅とする。

募集住宅一覧

住 宅 名 間 取 り 月 額 家 賃 戸数

余戸谷町住宅 １階／２ＤＫ
11 , 7 0 0円～
25 , 7 0 0円

１戸

大坪住宅 １階／３Ｋ
9 , 0 00円～
19 , 8 0 0円

１戸

八王子住宅 ２階建／３ＤＫ
23 , 1 0 0円～
50 , 7 0 0円

１戸

上余戸住宅 ２階／２ＤＫ
23 , 3 0 0円～
51 , 2 0 0円

１戸

上余戸住宅
１階／２ＤＫ
（身体障害者対応）

23 , 3 0 0円～
51 , 2 0 0円

１戸

サンテラス大平 ３階／３ＤＫ
30 , 7 0 0円～
67 , 5 0 0円

１戸

サンテラス大平
２階／２ＬＤＫ
（身体障害者対応）

27 , 6 0 0円～
60 , 5 0 0円

１戸

サンテラス大平

平
成
19
年
度 

公
立
保
育
所

の
臨
時
保
育
士
を
募
集

雇
用
予
定
人
数

：

若
干
名

雇
用
期
間

：

平
成
19
年
度
内
に
お

い
て
６
か
月
間
（
年
度
内
更
新
予
定
あ
り
）

応
募
資
格

：

保
育
士
資
格
を
有
す

る
人
ま
た
は
平
成
19
年
３
月
31
日

ま
で
に
取
得
す
る
見
込
み
の
人

勤
務
場
所

：

公
立
保
育
所
11
園
の

う
ち
い
ず
れ
か

勤
務
時
間

：

週
40
時
間
（
月
〜
土

曜
日
、
土
曜
日
は
隔
週
休
み
・
隔

週
４
時
間
勤
務
）。
午
前
７
時
20

分
か
ら
午
後
６
時
50
分
の
間
で
の

シ
フ
ト
勤
務
。
基
本
の
シ
フ
ト
は
、

平
日
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
、
土
曜
日
＝
午
前
８
時
30

分
〜
12
時
30
分
。

給　

料

：

日
額
６
，
９
１
０
円
（
通

勤
手
当
・
時
間
外
勤
務
手
当
有
り
）

＊ 

採
用
時
ま
で
に
給
料
改
定
が
あ
っ
た

場
合
に
は
そ
れ
に
よ
り
ま
す
。

応
募
方
法

：
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

お
よ
び
保
育
士
証
の
写
し
を
市
福

祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
面

接
し
、
採
用
お
よ
び
勤
務
園
の
決

定
を
行
い
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

福
祉
課
（
あ
２
２―

８
１
０
０
／
い
２
２―

７
０
２
０
）

パ
ー
ト
調
理
員
を
募
集

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
補
助

　

平
成
19
年
度
の
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
パ
ー
ト
調
理
員
を
募
集
し

ま
す
。
応
募
資
格
な
ど
詳
細
に
つ

い
て
は
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

採
用
予
定

：

平
成
19
年
４
月
１
日

面
接
日

：

３
月
22
日
（
木
）

募
集
人
員

：
・

午
前
中
勤
務
パ
ー

ト
７
人 

・

休
暇
代
替
パ
ー
ト
７
人

申
込
方
法

：

指
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
を
貼
付

し
た
履
歴
書
一
通
を
持
参
ま
た
は

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

：

３
月
19
日
（
月
）

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

学
校
給
食

セ

ン

タ

ー
（

あ

２

８―

３

３

４

３

／
い
２
８―

３
６
４
９
） 

　

新
し
い
道
を
歩
こ
う
!!

中
部
発
の
地
域
高
規
格
道
路

「
北
条
倉
吉
道
路
」

　

国
道
３
１
３

号
「
北
条
倉
吉

道
路
」
が
平
成

19
年
３
月
10
日

に
開
通
す
る
の

に
先
立
っ
て
、

北条倉吉道路




